
夏休み期間を利用し実施された井川夏休み期間を利用し実施された井川
中２年生による職場体験。湖東地区中２年生による職場体験。湖東地区
消防本部ではレスキュー活動の要と消防本部ではレスキュー活動の要と
なるロープワーク訓練に挑戦。プロなるロープワーク訓練に挑戦。プロ
のの高い高い技術に関心しきりの様子。技術に関心しきりの様子。
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努
力
賞
「
き
ゃ
り
ー
ぱ
む
ぱ
む
」

 

（
52
年
の
こ
ど
も
た
ち
）

ユ
ー
モ
ア
賞
「
な
る
こ
組
」

 

（
小
武
海
日
和
さ
ん
他
２
名
）

熱
演
賞
「
で
こ
ぼ
こ
パ
イ
レ
ー
ツ
」

 

（
藤
田
羽
奈
さ
ん
他
１
名
）

▼
一
般
の
部
（
団
体
）

第
一
位
「
世
界
遺
産　

三
保
の
松
原

	

天
女
の
羽
衣
」（
街
道
町
内
）

第
二
位
「
今
戸
の
女
神
た
ち
」

	

（
今
戸
町
内
）

努
力
賞「
日
本
国
花
苑
さ
く
ら
の
精
」

	

（
田
中
町
内
）

ユ
ー
モ
ア
賞
「
笑
い
が
一
番
」

	

（
横
岡
町
内
）

熱
演
賞
「
か
い
ぞ
く
ダ
ン
サ
ー
ズ
」

	

（
さ
く
ら
苑
・
桐
ヶ
丘
職
員
）

▼
一
般
の
部
（
個
人
）

第
一
位
「
さ
る
す
べ
り
お
け
さ
」

	

（
小
林
紀
子
さ
ん
他
２
名
）

︻
全
町
盆
踊
り
大
会
の
結
果
】

▼
子
ど
も
の
部

第
一
位「
平
日
ヒ
ロ
イ
ン
モ
モ
ク
ロ
Ｔ
」

 

（
井
川
町
ス
ポ
少
・
卓
球
）

第
二
位
「
10
人
の
桜
剣
士
」

 
（
井
川
町
ス
ポ
少
・
剣
道
）

8 月 17 日

全町盆踊り大会

い
か
わ
の
夏
行
事

︱
町
民
多
数
の
笑
顔
が
集
ま
り
ま
し
た
︱

こ
の
夏
も
町
内
で
は
た
く
さ
ん
の

行
事
が
開
催
さ
れ
、
夏
の
暑
さ
に
負

け
じ
と
、
町
民
多
数
の
笑
顔
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

８
月
17
日
、
日
本
国
花
苑
芝
生
広

場
で
は
、「
全
町
盆
踊
り
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
老
若
男
女
２
０
０
人
を

超
す
参
加
者
た
ち
が
夏
夜
の
踊
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。
地
域
の
仲
間
同
士

で
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
設
け
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
手
づ
く
り
衣
装
を
身

に
ま
と
い
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て

踊
る
姿
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
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８
／
23 

中
下
村
・
小
竹
花
町
内

 

翠
香
苑 

合
同
夏
ま
つ
り

８
／
24

桐
个
丘
・
さ
く
ら
苑
夏
ま
つ
り

８/14

第52回桑名旗争奪全町野球大会
（町民球場・井川中グラウンド）

【成　績】優　勝　　今戸町内チーム

準優勝　　小今戸町内チーム

【個人賞】最優秀賞　伊藤　誠也（今　戸）

優秀賞　　鎌田　真樹（今　戸）

　〃　　　佐藤　隼人（小今戸）

若
い
方
々
に
は
な
じ
み
が
薄
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
桑
名
忠
夫
先

生
が
先
月
十
七
日
、
逝
去
さ
れ
た
。

九
十
四
歳
だ
っ
た
。
井
川
町
特
別
功

労
者
。
昭
和
二
十
六
年
、
下
井
河
小

学
校
の
学
童
集
団
結
核
を
発
見
し
、

そ
の
対
策
に
奔
走
、
本
町
が
保
健
福

祉
に
力
を
注
ぐ
原
点
と
な
っ
た
。
信

愛
病
院
院
長
、
国
保
直
診
西
部
診
療

所
長
、
初
代
の
首
都
圏
ふ
る
さ
と
井

川
会
長
な
ど
を
つ
と
め
た
。
お
盆
の

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
桑
名
旗
争

奪
全
町
野
球
大
会
の
創
設
者
で
も
あ

る
。葬
儀
に
は
遠
藤
清
太
郎
さ
ん（
今

戸
）、
鷲
谷
斌
一
さ
ん
（
秋
田
市
）、

中
山
英
悦
教
育
長
と
共
に
出
席
、
弔

意
と
感
謝
を
表
し
て
き
た
。
通
夜
に

は
ふ
る
さ
と
会
の
山
崎
光
夫
前
会

長
、
鈴
木
陸
雄
会
長
も
出
席
し
た
。

集
団
結
核
は
当
時
の
小
学
校
二
年

の
一
ク
ラ
ス
59
人
中
、30
人
が
発
病
、

一
人
が
死
亡
し
た
。
発
病
者
を
隔
離

入
院
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
特
効
薬
・
ス

ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
、
パ
ス
の
提
供

を
受
け
、や
が
て
事
件
は
終
息
す
る
。

校
医
と
し
て
特
定
ク
ラ
ス
が
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
陽
性
率
が
異
常
に
高
い
こ
と

か
ら
発
見
し
た
。
病
気
に
対
す
る
偏

見
、
誤
解
も
多
く
、
こ
の
対
策
が
重

大
事
だ
っ
た
。
村
を
あ
げ
て
の
対
策

だ
っ
た
が
、
自
ら
青
年
会
長
を
つ
と

め
、
民
生
委
員
、
公
民
館
主
事
、
教

育
委
員
な
ど
を
兼
ね
啓
蒙
活
動
の
先

頭
に
立
ち
リ
ー
ド
し
た
。

合
併
後
、
議
会
議
員
と
な
り
、
上

水
道
整
備
の
必
要
性
を
説
き
、
ま
た

母
校
・
日
大
医
学
部
の
公
衆
衛
生
教

室
を
招
き
、
住
民
の
高
血
圧
や
ト
ラ

ホ
ー
ム
の
感
染
率
な
ど
の
健
康
調
査

を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、
開
業
し
て

い
た
桑
名
家
代
々
の
医
院
を
閉
鎖

し
、
国
保
直
診
施
設
に
改
組
、
入
院

施
設
を
整
備
し
、
本
町
の
医
療
、
公

衆
衛
生
の
向
上
に
多
大
の
尽
力
を
し

た
。
こ
う
し
た
課
程
を
経
な
が
ら
本

町
の
各
種
組
織
や
行
政
活
動
も
進
展

し
、
三
十
年
代
半
ば
に
は
結
核
検
診

率
は
95
㌫
を
超
え
、
予
防
活
動
に
も

成
果
を
あ
げ
た
。
昭
和
三
十
八
年
に

始
ま
っ
た
脳
卒
中
追
放
対
策
を
受
け

入
れ
る
ベ
ー
ス
に
も
な
っ
た
。
集
団

結
核
が
“
原
点
”
と
い
う
の
は
こ
う

し
た
体
験
を
今
後
の
健
康
づ
く
り
に

も
生
か
し
て
ゆ
く
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
ち
な
み
に
遠
藤
さ
ん
は
当
時
、

結
核
を
発
病
し
た
学
童
。
鷲
谷
さ
ん

は
公
民
館
長
、
助
役
、
首
長
と
し
て

桑
名
先
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
対

策
を
具
体
的
に
実
践
し
た
鷲
谷
前
町

長
の
ご
子
息
。
野
球
も
健
康
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
普
及
・
振
興
し
た
。

上
京
後
も
出
稼
ぎ
現
場
で
健
康
の
確

認
な
ど
本
町
出
身
者
の
世
話
活
動
を

行
な
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
敬
意
と
感

謝
を
表
し
た
い
。
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８
月
15
日
、
井
川
町
成
人
式
が
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

町
内
の
新
成
人
が
参
列
、
友
人
た
ち

と
の
再
会
に
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

今
年
度
の
成
人
該
当
者
は
、
平
成

５
年
度
（
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平

成
６
年
４
月
１
日
）
生
ま
れ
の
男
性

32
人
、
女
性
28
人
の
計
60
人
で
す
。

新
成
人
42
人
が
参
列
し
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る

式
典
で
は
、
井
川
町
長
よ
り
平
成

25
年
度 

井
川
町
成
人
式
実
行
委
員

長
を
務
め
た
児
玉
光
さ
ん
に
「
成
人

の
証
」
が
、
ま
た
、
同
委
員
の
遠
藤

瑠
奈
さ
ん
に
町
か
ら
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
成
人
を

代
表
し
て
伊
藤
知
代
さ
ん
が
「
誓
い

井
川
中
学
校
を
卒
業
し
、
私
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
き
始
め
て
、

５
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
自
分
の
道
を
歩
ん

で
き
た
原
点
は
地
元
・
井
川
町
で
す
。

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
消

え
る
こ
と
の
な
い
友
情
を
持
ち
、
前

進
し
続
け
る
こ
と
が
私
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
町
で
育
っ
た
私
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
大
き
な
希
望
を
持
ち
、
人
数

が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
友
情
は

誓
い
の
言
葉

深
く
消
え
る
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

地
域
の
中
で
ゆ
っ
く
り
育
っ
て
き
た

か
ら
こ
そ
前
を
向
き
進
ん
で
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
私
た
ち
は
知
っ
て
い

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
に
は
、

地
域
の
方
々
の
ご
指
導
や
家
族
の
支

え
が
必
要
な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
成
人
式
を
迎
え
た
一
人

の
大
人
と
し
て
、
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
約
束
し
、
成
人
の
誓
い
と
し
ま
す
。

新
成
人
代
表　

伊
藤　

知
代

の
言
葉
」
を
述
べ
た
ほ
か
、
鎌
田
織

江
さ
ん
、
鷲
谷
衛
さ
ん
、
小
林
昌
太

さ
ん
の
３
人
が
「
二
十
歳
の
提
言
」

を
行
い
、
各
自
の
近
況
や
成
人
を
迎

え
た
決
意
、
家
族
や
仲
間
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
式
に
あ
た
っ
て
、
８
月

７
日
に
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
り
、

本
成
人
式
へ
の
出
席
が
か
な
わ
な

か
っ
た
同
期
生
へ
、
出
席
者
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
冥
福
を
祈
念
。
式
典

の
終
了
後
に
は
、
親
友
ら
が
事
前
に

故
人
の
親
か
ら
預
か
り
受
け
た
遺
影

を
胸
元
に
忍
ば
せ
参
列
し
た
こ
と
を

明
か
す
と
、
参
列
者
た
ち
は
痛
恨
の

思
い
に
目
を
涙
で
に
じ
ま
せ
、
同
期

の
友
を
偲
ぶ
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
井
川
中
学
時
代
の
恩
師

で
あ
る
武
田 

憲
先
生
（
現
・
羽
城

中
教
諭
）、
山
内
和
幸
先
生
（
現
・

秋
田
南
中
教
諭
）
か
ら
記
念
講
演
を

い
た
だ
き
、
中
学
時
代
の
思
い
出
を

振
り
返
る
な
ど
、
成
人
を
迎
え
た
喜

び
を
共
に
わ
か
ち
合
い
ま
し
た
。

平成25年度井川町成人式
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TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより井川町教育委員会

生涯学習班

のいい顔 み～つけた！街

教室・講座 開　催　日 会　場

英 会 話 教 室
4日､ 11日､ 18日､ 25日
初級コース18：30から
中級コース19：30から

井川町公民館

和太鼓サークル 14日、28日		17：00から 井川町公民館

９月の公民館活動

伝　言　板
みんなと楽しく活動してみませんか

「移動公民館」参加者を募集します

様々な活動を行っている「わらび座」を訪ねます。
たざわこ芸術村や地ビール工場などの施設を見学して
午後はわらび劇場で「小野小町」を鑑賞します。
□日　時　10 月 17 日 ( 木 ) 午前 9 時出発
□集合場所　井川町公民館
□内　容　わらび座の施設見学、

ミュージカル「小野小町」の鑑賞
□参加費　1 人 5,600 円（昼食代、観劇料ほか）
□募集人数　20 人
　　　　（申込み順、定員になり次第締切ります。）
※参加を希望される方は 9月 30日（月）までに、
井川町教育委員会	生涯学習班へお申込みください。

電話018-874-4422／有線4443

井川桜爛太鼓創作会会員募集！
和太鼓に興味がある！	演奏してみたい！	健康づく
りをしたい！	仲間づくりをしたい！	という方、音楽
はちょっと苦手という方でも大歓迎です。仲間と一緒
に、雄壮かつ軽快な和太鼓を演奏してみませんか？	
□日　時　毎週水曜日　午後 7 時から
□場　所　井川町公民館
□対　象　町内にお住まいの方どなたでも
□経　費　受講料無料
□発表の機会　さくらまつり、町民文化祭など

英会話教室生徒募集！

外国語指導助手（ＡＬＴ）のイーサン先生が、日常
生活の英会話程度までを優しく教えます。英会話初心
者から、中級者まで段階に合わせて学べます。
□日　時　毎週水曜日

初級　午後 6 時 30 分から（1 時間程度）
中級　午後 7 時 30 分から（1 時間程度）

□会　場　井川町公民館
□内　容　身近な日常英会話
□対　象　町内にお住まいの方どなたでも
□経　費　受講料無料　※ただし教材費等は実費

スポーツを楽しもう！体にいいこと、始めませんか？

「はつらつ町民 100 日運動」

★毎日を元気にいきいきと過ごしたいと思っている
方。毎日が忙しく、時間に追われて知らず知らずの
うちに心にも体にもストレスをためている方など。
心と身体をリフレッシュさせるには、身近に行える
スポーツが一番。さぁ今日から、体にいいこと始め
ませんか。

★井川町教育委員会 生涯学習班では、心身の健康づ
くりのために自分に合った運動やスポーツを 1 年
間に 100 日行うことに挑戦する「はつらつ町民
100 日運動」を実施します。無理なく楽しく長く
続けていくためには、目標を持つことが秘訣です。
あなたもこの 100 日運動に参加しませんか。

★参加される方は、井川町公民館または井川町民体育
館までお申込みください。100 日運動達成者には、
達成証を差し上げます。

【問い合わせ・申込み先】井川町民体育館
電話018-874-3668／有線4285

町民ギャラリー

「書 親 会 展」
佐藤晃山氏、石井泰山氏、千田寿山氏による

展覧会です。ぜひご覧ください。

期間　９月１日（日）～ ９月 30 日（月）

【問い合わせ】井川町教育委員会生涯学習班
電話018-874-4422／有線4443
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い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
１
世
帯
当
り

の
人
数
を
比
較
し
て
み
て
も
、
昭
和

30
年
調
査
で
６
・
52
人
で
あ
っ
た
も

の
が
右
肩
下
が
り
で
減
少
し
続
け
、

平
成
12
年
調
査
で
は
世
帯
平
均
４
人

台
を
下
回
っ
て
３
・
84
人
、
さ
ら
に

平
成
22
年
調
査
に
お
い
て
は
３
・
44

人
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
家
族
類
型
で
見
た
一
般

世
帯
数
の
過
去
10
年
間
の
推
移
は
、

単
身
世
帯
（
一
人
暮
ら
し
世
帯
）
が

平
成
12
年
／
１
５
０
世
帯
か
ら
平
成

22
年
／
２
２
３
世
帯
（
約
１
・
５
倍
）

と
な
っ
た
ほ
か
、
核
家
族
世
帯
は
平

成
12
年
／
７
０
３
世
帯
か
ら
平
成
22

年
／
７
７
９
世
帯
（
約
１
・
１
倍
）

へ
増
加
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
３
世
代

同
居
等
を
含
め
た
そ
の
他
の
世
帯
は

減
少
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
井
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

資
料
に
よ
る
と
平
成
25
年
８
月
27
日

現
在
、
町
の
単
身
世
帯
の
う
ち
65
歳

以
上
高
齢
者
世
帯
は
、
１
４
５
世
帯

で
単
身
世
帯
の
65
・
０
㌫
を
占
め
る

ほ
か
、
同
じ
く
高
齢
者
夫
婦
の
み
の

世
帯
は
１
７
９
世
帯
で
、
核
家
族
世

帯
（
夫
婦
の
み
）
２
８
５
世
帯
と
の

対
比
で
62
・
８
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

で
は
今
後
、
世
帯
数
は
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

市
町
村
単
位
で
の
世
帯
数
に
つ
い
て

は
、
将
来
推
計
人
口
の
よ
う
な
公
表

資
料
が
な
い
た
め
、
都
道
府
県
単
位

平
成
22
年
10
月
１
日
を
調
査
期
日

と
し
て
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
結
果

に
よ
る
と
、
本
町
の
一
般
世
帯
数
は

１
５
９
９
世
帯
で
、
平
成
12
年
調
査

の
１
５
９
１
世
帯
、
平
成
17
年
調
査

の
１
６
１
１
世
帯
と
比
較
し
、
こ
こ

10
年
間
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
世
帯
数

で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

同
調
査
結
果
に
よ
る
町
の
総
人
口
が

こ
の
10
年
間
で
、
６
１
１
６
人
か
ら

５
４
９
３
人
へ
と
６
２
３
人
減
じ
て

い
る
こ
と
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る

と
、
こ
の
10
年
間
で
核
家
族
化
及
び

単
身
化
の
傾
向
が
、
よ
り
強
ま
っ
て

で
の
推
計
値
か
ら
算
出
（
秋
田
県
内

に
占
め
る
本
町
の
世
帯
数
の
割
合
を

過
去
20
年
間
の
平
均
値
０
・
41
㌫
と

し
て
算
出
）
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま

で
増
加
し
て
き
た
本
町
の
世
帯
数
は

平
成
17
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ

平
成
22
年
国
勢
調
査
時
点
か
ら
10
年

後
の
平
成
32
年
に
は
１
５
１
７
世
帯

と
な
り
、
ま
た
総
人
口
で
４
０
７
６

人
と
な
る
20
年
後
の
平
成
42
年
に
は

１
３
７
８
世
帯
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

仮
定
と
し
て
人
口
動
態
の
す
う
勢

が
現
在
と
同
様
の
規
模
で
経
過
し
た

場
合
、
20
年
後
の
世
帯
構
成
は
単
身

世
帯
が
約
23
㌫
（
９
㌫
増
）
と
な
り
、

４
世
帯
に
１
世
帯
は
ひ
と
り
暮
ら
し

と
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
が
、
平
成
22
年
７
月
に
日
本
経
済

新
聞
に
シ
リ
ー
ズ
寄
稿
し
た
『
人
口

減
社
会
の
未
来
図
』
の
一
節
で
は
、

「
現
在
20
歳
の
世
代
で
は
、
４
人
に

１
人
（
24
・
３
㌫
）
が
生
涯
に
一

度
も
結
婚
を
せ
ず
、
４
割
弱
（
38
・

１
％
）
は
ま
っ
た
く
子
ど
も
を
持
た

ず
、
ち
ょ
う
ど
半
数
（
50
・
２
％
）

が
孫
を
持
た
な
い
」
と
日
本
の
将
来

の
家
庭
像
を
分
析
、
加
え
て
「
長
寿

化
と
非
婚
化
・
少
子
化
が
同
時
に
進

行
す
る
こ
と
で
、
家
族
を
持
た
な
い

高
齢
者
が
大
幅
に
増
え
る
。
こ
れ
ま

で
高
齢
者
の
介
護
や
、
経
済
的
・
精

神
的
支
援
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た

家
族
が
い
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
生

き
方
の
変
化
、
多
様
化
を
前
提
に
、

社
会
を
つ
く
り
か
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」 

と
論
じ
て
い
ま
す
。

人
口
を
自
治
体
規
模
や
地
域
社
会

に
お
け
る
活
力
を
示
す
指
標
と
す
る

な
ら
ば
、
世
帯
構
成
は
家
庭
の
あ
り

方
そ
の
も
の
で
あ
り
、
言
う
ま
で
も

な
く
家
族
は
、
個
人
を
つ
な
ぐ
最
も

基
礎
的
な
集
合
体
で
す
。『
個
』
が

家
族
を
つ
な
ぎ
、
家
庭
と
い
う
集
合

体
が
つ
な
が
り
地
域
を
形
づ
く
っ
て

い
ま
す
。
人
口
減
社
会
を
迎
え
た
今

人
口
少
数
自
治
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ

成
し
得
る
『
個
』
の
つ
な
が
り
が
強

固
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
度

が
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

■一般世帯数の推移 単位：世帯、人

調査年
（基準年）

一般
世帯数 総人口 １世帯当り

人数
昭和30年 1,191 7,763 6.52
昭和35年 1,267 7,611 6.01
昭和40年 1,306 7,030 5.38
昭和45年 1,346 6,669 4.95
昭和50年 1,398 6,427 4.60
昭和55年 1,425 6,380 4.48
昭和60年 1,452 6,316 4.35
平成	 2年 1,479 6,294 4.26
平成	 7年 1,506 6,208 4.12
平成12年 1,591 6,116 3.84
平成17年 1,611 5,847 3.63
平成22年 1,599 5,493 3.44
平成27年 1,572 5,142 3.27
平成32年 1,517 4,793 3.16
平成37年 1,452 4,432 3.05
平成42年 1,378 4,076 2.96
※昭和 30 年～平成 22 年は国勢調査結果より、
　平成 27年以降は県推計値に基づき算出。

統
計
で
見
る
町
の
か
た
ち
②

人
口
減
社
会
を
迎
え
た
地
域
で

20
年
後
の
世
帯
構
成
４
世
帯
中
１
世
帯
は
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
に

■家族類型（一般世帯）の推移 単位：世帯

家 族 類 型 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年
一般世帯総数 1,591 1,611 1,599
①単身世帯 150 182 223
②核家族世帯 703 751 779
・夫婦のみの世帯 249 250 285
・夫婦と子供の世帯 363 363 349
・ひとり親と子供の世帯 91 138 145
③その他の世帯 738 678 597

1,378

1,452
1,517
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1,599

1,611
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【グラフ】一般世帯数の推移	 単位：世帯
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現
在
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

に
交
付
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
証

（
健
康
保
険
証
）
の
有
効
期
限
は
、

平
成
25
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
10
月
１
日
か
ら
は
更
新
後
の

新
し
い
被
保
険
者
証
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

こ
の
度
、
更
新
と
な
る
被
保
険
者

証
は
、
９
月
中
に
世
帯
加
入
者
全
員

分
を
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
氏
名
等

記
載
内
容
を
確
認
し
、
期
限
の
切
れ

た
保
険
証
は
ハ
サ
ミ
で
切
る
な
ど
し

て
確
実
に
廃
棄
す
る
か
、
ま
た
は
役

場
町
民
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

▽
10
月
１
日
以
降
に
、
医
療
機
関
に

か
か
る
場
合
は
必
ず
新
し
い
保
険

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
70
歳
以
上
の
方
は
、
被
保
険
者
証

と
は
別
に
交
付
さ
れ
て
い
る
「
国

民
健
康
保
険
高
齢
者
受
給
者
証
」

を
保
険
証
と
合
わ
せ
て
医
療
機
関

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
被
保
険
者
証
の
裏
面
に
「
臓
器
提

供
意
思
表
示
欄
」
を
設
け
て
あ
り

ま
す
。
臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思

を
表
示
さ
れ
る
場
合
は
、
内
容
を

よ
く
読
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
記
入
は
任
意
で
あ
り
、
強

制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
国
保
だ
よ
り
】
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

　

国
保
被
保
険
者
が
社
会
保
険
等
へ

加
入
し
た
と
き
や
町
外
へ
転
出
し
た

と
き
、
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
と

き
な
ど
、
国
保
の
加
入
資
格
の
異
動

手
続
き
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内

に
、
異
動
す
る
方
の
被
保
険
者
証
と

印
か
ん
（
認
め
印
）
を
持
参
し
て
、

役
場
町
民
課	

国
民
健
康
保
険
窓
口

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
す
る
と
き

・
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

・
退
職
等
で
勤
務
先
（
職
場
）
の
健

康
保
険
を
や
め
た
と
き
、
ま
た
は

勤
務
先
（
職
場
）
の
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
か
ら
外
れ
た
と
き

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
費
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

・
外
国
籍
の
人
が
加
入
す
る
と
き

■
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き

・
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

・
勤
務
先
（
職
場
）
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・
生
活
保
護
費
を
受
け
始
め
た
と
き

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
し

た
と
き

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
役
場	

町
民
課	

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７

有
線　

４
４
３
７

平成 25 年 第 3 回井川町議会臨時会が、

8 月 8 日に行われ、町から上程した工事請

負契約並びに物品購入契約の締結等、提出

案件 5 件が原案どおり可決されました。

可決された案件の内容は次のとおりです。

【可決された案件の内容】

□田中飛塚線舗装補修工事（変更契約）

（平成24年度（繰越）防災・安全社会資本

整備交付金事業）

〔変更前契約額〕 52,290 千円

〔変更後　〃　〕 56,280 千円

〔契約の相手方〕 ㈱ 菅与組

□電算システム用端末機等購入

〔契 約 額〕 15,288 千円

〔契約の相手方〕 ㈱ビー・エス・サイトー

□小今戸新坂線舗装補修工事

（平成24年度（繰越）防災・安全社会資本

整備交付金事業）

〔契 約 額〕 62,685 千円

〔契約の相手方〕 第一道路建設㈱

□新坂線舗装補修工事

（平成24年度（繰越）防災・安全社会資本

整備交付金事業）

〔契 約 額〕 65,415 千円

〔契約の相手方〕 秋田瀝青建設㈱

□屋内スポーツ交流施設整備工事（1−1）

〔契 約 額〕 92,610 千円

〔契約の相手方〕 千代田興業 ㈱

平成 25 年
第３回 井川町議会臨時会

町
で
は
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
場
所
等

①
か
い
ど
う
団
地
１
２
０
号

平
成
６
年
建
築
／
木
造
平
屋
建
て

月
額
家
賃　

２
３
、８
０
０
円
～

３
５
、４
０
０
円

②
小
今
戸
団
地
３
号

平
成
15
年
建
築
／
木
造
平
屋
建
て

月
額
家
賃　

２
６
、５
０
０
円
～

３
９
、５
０
０
円

※
家
賃
は
世
帯
所
得
に
準
じ
て
決
定

し
ま
す
。

□
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

□
入
居
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
か
婚
約
者
が
あ
り

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と

②
１
か
月
の
世
帯
総
収
入
か
ら
必
要

経
費
を
差
し
引
い
た
控
除
後
の
所

得
金
額
が
月
額
１
５
８
、０
０
０

円
以
下
で
あ
る
こ
と

□
選
考
方
法

住
宅
に
困
窮
す
る
度
合
の
高
い
者

か
ら
入
居
を
決
定
す
る

□
入
居
時
期

平
成
25
年
９
月
中
旬
（
予
定
）

□
受
付
期
間

９
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
役
場　
産
業
課　
建
設
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
０

有
線	

４
４
６
４

【
町
営
住
宅
】
９
月
中
旬
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
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 8/4
スーパーボールすくいで納涼
全町こども大会・夏まつり

夏晴れのこの日、日本国花苑では子ども会
育成連絡協議会及び井川町教育委員会が主催
する「全町こども大会・夏まつり」が行われ、
地域の小学生ら約 100 人が参加しました。

金魚すくいのポイを用いてスーパーボール
すくいを楽しんだ子どもたち。中には一人で
42 個をすくい上げた子も。涼やかに水遊び
を楽しみ納涼のひとときを過ごしました。

8/6
井川町戦没者追悼式

井川町戦没者追悼式が、町農村環境改善
センターで行われ、戦没者遺族らが参列し、
191 柱の英霊へ祈りが捧げられました。
「終戦から 68 年目が経過し、当たり前の

ように享受している生活や美しい自然は尊い
犠牲の下に築かれていることを忘れてはなら
ない」と井川町長が式辞を述べた後、参列者
による献花が行なわれ、あらためて平和への
誓いを心に刻み込んでいました。

7/30
“スポーツ吹き矢”に挑戦！

いきいき町民セミナー＆親子ふれあい教室

この日、町民体育館では「いきいき町民セ
ミナー＆親子ふれあい教室」が催され、20
人の参加者たちがスポーツ吹き矢に挑戦しま
した。スポーツ吹き矢は、5 ～ 10㍍離れた
的をめがけて、息を使って矢を放ち、得点を
競うスポーツ。体力差を問わず楽しめる競技
とあって、参加者たちは的の中心に狙いを定
め、真剣な表情で取り組んでいました。

8/4
初夏咲き花から秋咲き花へ
日本国花苑バラ園で剪定講習

初夏から園内を彩ってきた“ばら”を秋咲
きに備えようと、日本国花苑バラ園では井川
ばら会（会長 伊藤清次氏）及び秋田市ばら
会合同の剪定講習会が行われました。

この時期の剪定は、伸びすぎた枝を整え、
秋の開花に向けた作業の一つ。秋田市ばら会
役員が講師をつとめ、熱心なばら愛好家らへ
剪定箇所について指導されていました。
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井
川
小
学
校
へ

図
書
購
入
費
が
贈
ら
れ
ま
し
た

公
立
学
校
の
教
職
員
を
会
員
と
す
る
一
般

財
団
法
人
秋
田
県
教
育
関
係
職
員
互
助

会
（
理
事
長
・
米

田 

進
氏
）よ
り
、

井
川
小
学
校
へ
図

書
購
入
費
と
し
て

金
10
万
円
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

8/20 ～ 22
働く意義を考え、責任の重さを実感

井川中２年生職場体験活動

井川中２年生による職場体験活動が行なわれ、
希望職種に振り分けられた生徒たちがそれぞれに
協力いただいた町内外企業や公共機関等を訪問
し、就労体験にチャレンジしました。

井川こどもセンターで、保育士の補助業務に取
り組んだ生徒たちは、要所での園児への配慮や、
安全を確認しながらの保育や生活支援等を通して
働くことの責任を肌で感じとっていました。

 8/6
清掃ボランティアに汗を流す
井川中サマーボランティア

この日、井川中ボランティア委員会が主催する
ボランティア活動が行われ、井川さくら駅や特別
養護老人ホームさくら苑、地域の一人暮らし高齢
者宅での清掃活動に汗を流しました。

夏休みを利用し実施されるこの活動は、作業を
通じて社会貢献への充足感を学ぶことがねらい。
井川さくら駅では、待合室等のガラス扉を熱心に
拭き掃除する生徒たちの姿がありました。

8/27
秋田銀行と災害協力に関する協定を締結

株式会社秋田銀行（取締役頭取 湊屋隆夫氏）
と本町において、「災害協力に関しての協定」が
取り交わされました。本協定の締結により、災害
時の店舗等インフラ及び人材の活用、避難者支援
としての情報提供、災害対策及び復旧資金の融資
対応などについての協力体制が確立されました。

締結式では、齋藤町長が「銀行が持つ情報量は
非常時に住民生活を救う最大の要素となる。」と
あいさつし、災害協定の締結に謝意を表しました。

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

７
月
27
日
～
28
日

第
39
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

（
会
場
／
和
歌
山
ビ
ッ
ク
ホ
エ
ー
ル
）

【
中
学
生
男
子
３
年
／
組
手
の
部
】

優
秀
選
手
賞　

菅
生　

颯
太（
井
川
中
）

８
月
17
日
～
18
日

第
４
回
Ｊ
Ａ
あ
き
た
湖
東
杯

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
会
場
／
広
域
五
城
目
体
育
館
）

【
女
子
】
優　

勝　

井
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
男
子
】
準
優
勝　

井
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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□
日
時　

11
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
～

□
場
所　

日
本
青
年
館
４
階
「
大
鶴
」

 

（
東
京
都
新
宿
区
霞
ヶ
丘
町
７
番
１
号
）

電
話
０
３

－

３
４
７
５

－

２
５
２
５

首
都
圏
ふ
る
さ
と
井
川
会
会
員
へ
の
総
会

開
催
の
案
内
を
10
月
初
旬
に
発
送
す
る
予
定

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
案
内
状

が
届
い
て
い
な
い
方
で
出
席
を
希
望
さ
れ
る

方
や
住
所
変
更
と
な
っ
た
方
な
ど
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
井
川
町
内
や
秋
田
市
な
ど
首
都
圏

在
住
者
以
外
で
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
（
ご

親
族
、
同
窓
生
等
）
に
も
、
案
内
状
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課	

総
務
班

電　

話　

０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０

あ
な
た
の
学
業
を
応
援
し
ま
す　

町
奨
学
基
金
（
後
期
）
貸
付
申
請
を
受
付

町
で
は
、
有
用
な
人
材
の
育
成
と
進
学
な

ど
の
就
学
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
奨
学
金
を
無
利
子
で
お
貸

し
し
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
方

井
川
町
住
民
の
子
弟
で
あ
っ
て
、
大
学
、

短
期
大
学
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
等
に
在

学
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
。

①
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
良
で
あ
る
こ
と

②
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
学
費
の
支
弁
が

困
難
な
方

③
他
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

□
貸
与
額

▽
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
生

自
宅
外
通
学　

月
額 

３
５
、０
０
０
円

自
宅
通
学　
　

月
額 

２
５
、０
０
０
円

入
学
初
年
度　
　

 

３
０
０
、０
０
０
円

▽
高
校
生
等　
　

月
額 

１
５
、０
０
０
円

入
学
初
年
度　
　

 

１
０
０
、０
０
０
円

□
貸
与
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
正
規
の
就
学
期
間

□
申
請
に
必
要
な
書
類
等

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
学
校
長
の
推
薦
書
及
び
学
業
成
績
証
明
書

③
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
証
明
書
（
写
し
）

④
保
証
人
及
び
保
護
者
家
族
調
書

⑤
申
請
者
の
住
民
票
謄
本

⑥
世
帯
お
よ
び
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

□
申
込
み
の
受
付
期
限

　

平
成
25
年
９
月
10
日
（
火
）【
後
期
分
】

□
返
還
方
法

①
卒
業
し
た
と
き
、
ま
た
は
奨
学
金
の
貸
与

契
約
が
解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
月
の

翌
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
の
２
倍
の

月
数
内
に
月
賦
で
返
還
（
無
利
子
）

②
月
額
貸
与
及
び
入
学
金
等
の
貸
与
を
受
け
た

場
合
は
、
①
に
12
カ
月
を
加
算
し
た
期
間
で

償
還

③
入
学
金
等
の
み
貸
与
を
受
け
る
場
合
は
、

24
ヶ
月
以
内
で
償
還

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
教
育
委
員
会

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
４
／
有
線	

４
５
３
８

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る
最
も
基

本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約
３
５
０
万

世
帯
の
方
々
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
調
査

で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
近
年
に
お
い
て
多
様

化
し
て
い
る
国
民
の
居
住
形
態
や
少
子
・
高

齢
化
等
の
社
会
・
経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
、
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
①
住

生
活
を
支
え
る
居
住
環
境
、
②
耐
震
性
・
防

火
性
と
い
っ
た
住
宅
性
能
水
準
の
達
成
度
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
住
宅
、
③
土
地
の
有
効

利
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
が
調
査
世
帯
へ
調
査
票
の
記

入
を
お
願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
票
へ

の
ご
記
入
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課	

総
務
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線	

４
５
７
７

「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

「
首
都
圏
ふ
る
さ
と
井
川
会
総
会
」
を
開
催

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

９月

く

情
らし

報
の
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の９月

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
上

積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。
年
金
額
を
自
分
で
設
計
し
て
増

額
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
掛
け
金
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
取

る
年
金
に
も
公
的
年
金
等
控
除
が
あ
る
な
ど

税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
型

は
65
歳
支
給
開
始
で
す
が
、
二
口
目
以
降
に

60
歳
か
ら
の
支
給
の
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

次
の
要
件
を
満
た
す
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
て
い
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
る
方

③
秋
田
県
内
に
住
所
の
あ
る
方

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
国
民
年
金
基
金

電
話
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２ 

国
民
年
金
基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
を
と
り
ま
く
人
権
問
題
は
周
囲
の

目
に
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
被
害
者
で
あ
る
子
ど
も
自
身

も
、
そ
の
状
況
を
訴
え
る
力
が
未
完
成
で

あ
っ
た
り
、
身
近
に
相
談
で
き
る
大
人
が
い

な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
は
、
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
の
発
す
る
信
号
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
の
解
決
に
導
く
た
め
の
相

談
を
受
付
す
る
専
用
相
談
電
話
で
す
。

□
期
間　

９
月
30
日（
月
）～
10
月
４
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

□
内
容　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

相
談
専
用
電
話
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

※
相
談
担
当
者
は
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

　１日（日）井中祭 （井川中学校）

　４日（水）井川町敬老式・金婚を祝う会
  （町民体育館）

１０日（火）井川町議会定例会招集予定

２０日（金）農業委員会総会 （役場会議室）

１０月

　５日（土）こどもセンター運動会
  （浜井川地区運動広場）

平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
専
業
主
婦
（
※
）

の
年
金
が
改
正
さ
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
会

社
員
）
の
夫
が
退
職
し
た
際
な
ど
に
年
金
の

切
り
替
え
手
続
き
が
遅
れ
た
た
め
、
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
主
婦
が
、
手
続
き
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
金
を
受
け
取
れ
る

よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主
婦
年
金
か
ら
の
切
り
替
え
手
続
き
が

２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は

今
す
ぐ
手
続
き
を
！

原
則
と
し
て
20
歳
以
上
60
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
人
が「
年
金
」に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
会
社
員
）

の
夫
（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
妻
（
専
業
主
婦
／
第
３
号
被
保
険
者
）

は
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
国
民
年
金
】
専
業
主
婦
（
夫
）
の
年
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

た
だ
し
、
夫
が
会
社
を
退
職
し
た
場
合
や

妻
自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど
は
、
手

続
き
（
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保

険
者
へ
の
変
更
届
）
を
し
て
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ

た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
２
年
以
上
前
の
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
保

険
料
の
「
未
納
期
間
」
が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
専
業
主
婦
の
年
金
が
改
正
さ

れ
、
こ
の
よ
う
な
方
が
手
続
き
を
す
る
こ
と

に
よ
り
「
未
納
期
間
」
を
「
受
給
資
格
期
間
」

へ
算
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
無
年
金
や

年
金
の
減
額
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
時
の
障
害

年
金
な
ど
の
受
給
権
の
確
保
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
本
来
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
最
大
10
年
分
）。

（
※
）
妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
会
社
員
）
で

夫
が
専
業
主
夫
の
場
合
も
同
様
で
す
。

く
わ
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０

－

０
１
１

－

０
５
０
」

ま
た
は
「
秋
田
年
金
事
務
所 

電
話
０
１
８

－

８
６
４

－

３
９
２
９
」
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課	

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線	

４
４
３
７

「定期救命講習」のお知らせ

□内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
□日時　９月 15 日（日）９時～ 12 時

（毎月第３日曜日に実施）
□場所　湖東地区消防本部
※講習は無料。受講を希望する方は前日

までに申込みください。
【問い合わせ】湖東地区消防本部

電話018-874-2420

11



駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

８
月
18
日
、
葹
田
地
内
の
県
道
で
、
車

と
バ
イ
ク
の
衝
突
に
よ
り
、
バ
イ
ク
の
運

転
手
が
亡
く
な
る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
20
日
に
は
大
潟

村
に
お
い
て
も
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し

五
城
目
警
察
所
管
内
の
交
通
死
亡
事
故
は

今
年
、
５
件
と
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
稲
刈
り
の
時
期
を
迎
え
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
運
転
す
る
機
会
が
増
え

る
こ
と
、
ま
た
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

く
こ
と
で
、
ぼ
ん
や
り
運
転
な
ど
が
予
想

さ
れ
、
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
運
転
手
の
皆
さ
ん
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
交

差
点
で
は
左
右
の
安
全
確
認
を
確
実
に
行

う
こ
と
一
時
停
止
の
場
所
で
は
確
実
に
停

止
す
る
こ
と
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

た
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
（
土
）
～
30
日
（
月
）

・
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

９
月
30
日
（
月
）

◇
夕
暮
れ
時
の
歩
行
・
自
転
車
乗
車
中
の

交
通
事
故
防
止

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用

◇
飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放

井川町敬老式並びに金婚式
□日	時 ９月４日（水）午前 11 時 00 分～

□会	場 井川町民体育館

□内	容 式典、敬老記念品の贈呈、井川小・中学

生による敬老作文の朗読、井川こども

センター園児の踊り、歌謡ショーなど

【問い合わせ】井川町役場　町民課　健康福祉班

電話018-874-4417／有線4437

【
介
護
予
防
】
軽
運
動
で
“
体
”
と
“
心
”
の
健
康
づ
く
り

「
い
き
い
き
Ｏ
Ｂ
教
室
」
参
加
者
を
募
集

井
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

10
月
よ
り
開
始
す
る
「
い
き
い
き
Ｏ
Ｂ
教
室

（
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
教
室
）」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

近
頃
、
体
力
の
低
下
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

体
を
動
か
さ
ず
に
い
る
と
筋
力
も
体

力
も
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
簡

単
な
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
人
で

は
長
続
き
し
な
い
方
も
、
仲
間
と
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

地
域
の
木
材
を
使
っ
て
建
て
た
住
宅
等
へ

ポ
イ
ン
ト
を
交
付
す
る
事
業
（
木
材
利
用
ポ

イ
ン
ト
事
業
）
の
申
請
受
付
が
、
平
成
25
年

７
月
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
域
産
品
や

商
品
券
等
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
い
内
容
は
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト

事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://m

okuzai-
points.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
秋
田

県
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
県
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会

電
話
０
１
８

－

８
３
７

－

８
０
９
１

井
川
町
福
祉
会
で
は
次
の
職
種
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種

介
護
職
員　

若
干
名

看
護
師
（
ま
た
は
准
看
護
師
）
１
名

□
応
募
資
格

介
護
職
員
…
年
齢
50
歳
未
満
で
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
の
資
格
の
あ
る
方

看
護
職
員
…
看
護
師（
ま
た
は
准
看
護
師
）

の
経
験
年
数
３
年
以
上
の
方
。
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。

□
勤
務
場
所

障
害
者
支
援
施
設
「
桐
ヶ
丘
」
及
び
井
川

町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
く
ら
苑
」

【
職
員
採
用
】
井
川
町
福
祉
会
（
平
成
26
年
度
採
用
）
職
員
を
募
集

□
給
与
・
待
遇
等

井
川
町
福
祉
会
給
与
規
定
に
よ
る

□
申
込
締
切
り

平
成
25
年
９
月
10
日
（
火
）

平
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
を
添
え
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。

□
試
験
予
定
日

平
成
25
年
９
月
17
日
（
火
）（
作
文
、面
接
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

井
川
町
福
祉
会

（
障
害
者
支
援
施
設	

桐
ヶ
丘
内
）

井
川
町
寺
沢
字
綱
木
沢
１
３
３
―
２

電
話
（
８
７
４
）
２
２
７
２
／
有
線	

４
３
１
０

□
日
時　

10
月
か
ら
２
月
ま
で
の
期
間
で
各

月
１
回
か
ら
３
回
開
催
（
隔
週
金
曜
日
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
ま
で

□
場
所　

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

□
対
象　

井
川
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
（
定
員

30
人
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。）

□
内
容　

健
康
運
動
講
師
の
指
導
に
よ
る
軽

運
動
な
ど

※
教
室
終
了
後
は
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
送

迎
バ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
】井
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
９
３
）
５
２
３
０
／
有
線	

４
３
５
９
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今月のお知らせ

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

広
報
ク
イ
ズ 

No
・
２
６
２

◆
今
月
の
問
題

① 

８
月
15
日
に
井
川
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
の
成
人
該
当
者
は
何
人
？

② 

桑
名
旗
争
奪
全
町
野
球
大
会
で
優
勝
し
た

町
内
チ
ー
ム
は
ど
こ
で
し
た
か
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
る
方

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先

〒
０
１
８
―
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１

井
川
町
役
場 

総
務
課 

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

 

９
月
18
日
（
水
）
消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
、
① 

４
０
７
６
人
、
② 

第

２
分
団
で
し
た
。

司法書士による無料相談会を開催

秋田県司法書士会による相続、贈与、
売買、借金、多重債務などの相談会を
実施します。相談される際は事前予約
が必要です。※毎月第３木曜日実施
□日時　9月19日（木）13:00-16:00
□会場　潟上市役所飯田川庁舎２階

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話018-874-2610／有線4451

『心配ごと相談』開催のお知らせ	

「どこに相談したらいいか分からない」
など、日常の困りごとについて、相談
に応じます。事前の予約は不要です。
□日時　9月17日（火）9:30-12:00
□会場　井川町健康センター
□相談員　井川町民生児童委員

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話018-874-2610／有線4451

「輝く女性フェスタ2013」のご案内

□日時　9月7日（土）10:30-19:00
□場所　秋田ビューホテル４Ｆ飛翔の間
□内容	 第１部　基調講演、分科会等
 第２部　ビュッフェ懇親会
□参加費	 第１部無料、第２部5,000円
□定員　200名（託児あり、要予約）
※参加は先着順。男女問わず参加可。

【申し込み・問い合わせ】
秋田県生活環境部　男女共同参画課

電話018-860-1555

自然観察会・体験教室のご案内

□内容／日時　※参加費は無料です。
　紙すき体験「紙すき葉書を作ろう」

9月29日（日） 10:00-12:00
□場所　環境と文化のむら

（五城目町／野鳥の森）
【申し込み・問い合わせ】

秋田県環境と文化のむら
電話018-852-2202

その病気、その症状は
石綿が原因かもしれません

息切れ、せき、胸が苦しいなどの症状
はありませんか？家族で中皮腫、肺が
ん等で亡くなられた方はいませんか？
石綿による疾病と認められた場合、労
災保険の補償または特別遺族給付金が
受けられる場合があります。お心当た
りのある方は、秋田労働局またはお近
くの労働基準監督署にご相談ください。

【問い合わせ】秋田労働局労災補償課
電話018-883-4275

秋田県司法書士会より
「無料相談会」のお知らせ

□相談内容　不動産・会社・法人の登
記、多重債務、成年後見等
□面談相談　毎週月曜～金曜、13時

30分～15時（※事前予約が必要）
□場所　秋田県司法書士会館
□予約専用電話　018-824-0055

【問い合わせ】秋田県司法書士会
電話018-824-0187

公益財団法人秋田県長寿社会振興財団
老人の日・老人月間専門相談会を開催

〔認知症特別相談会〕

□日時　9 月 7 日（土）13:00-16:00
□会場　秋田県認知症コールセンター

（御所野／中央シルバーエリア内）
□相談　医師、介護従事者ほか

〔シルバー110番	なんでも相談〕

□日時　9 月 10 日（火）13:00-16:00
□会場　秋田県高齢者総合相談

・生活支援センター
（御所野／中央シルバーエリア内）

□相談　介護士、社会福祉士ほか

〔高齢者権利擁護定期相談〕

□日時　9 月 19 日（木）13:00-16:00
□会場　同上
□相談　弁護士、社会福祉士

〔福祉用具・住宅改修相談会〕

□日時　9 月 21 日（土）13:00-16:00
□会場　同上
□相談　建築士
※各相談会とも事前予約が必要です。
※相談は無料です。

【問い合わせ】
秋田県認知症コールセンター

電話018-829-2275
高齢者総合相談・生活支援センター

電話018-829-4165

平
成
25
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
競
争

（
平
成
25
年
７
月
末
現
在
）

▽
井
川
町　

第
25
位
／
全
県
25
市
町
村
中

（
酒
気
帯
び
運
転
１
件
、
酒
酔
い
運
転
０
件
）

※
飲
酒
運
転
追
放
競
争
は
毎
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
期
間
で
県
内
25
市
町
村
ご
と
の
飲
酒

運
転
検
挙
者
数
及
び
交
通
死
亡
事
故
件
数
を

点
数
化
し
競
う
も
の
で
、
こ
の
順
位
は
そ
の

月
末
毎
の
途
中
経
過
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

広
報
ク
イ
ズ 

No
・
２
６
５
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ひろば
みんなの

子育て情報

イ ー サ のン

楽しい英会話

井川短歌会詠草

生
涯
を
粗
食
で
通
せ
し
父
な
れ
ば
戦
傷
深
く
心
に
あ
り
て 

斎
藤　

節
子 

わ
だ
か
ま
る
心
解ほ

ぐ

さ
ん
靴
紐
を
き
り
り
と
結
い
て
散
歩
に
出
で
ぬ 

遠
藤
惠
美
子

こ
の
よ
う
な
乗
物
で
君
は
来
れ
る
の
か
黄み

よ

じ
泉
路
へ
の
茄
子
キ
ュ
ウ
リ
の
牛
馬
よ 

小
林　

康
子

亡ち

ち父
の
待
つ
高
野
の
山
に
亡は

は母
納
め
ん
読
経
厳
か
に
涼す

ず
か
ぜ風
や
さ
し 

遠
藤
由
美
子

降
る
雨
の
冷
た
さ
あ
り
て
薬
局
へ
回
れ
ば
久
し
き
療
友
に
会
う 

渡
辺　

京
子

毎
日
の
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
減
塩
の
味
に
親
し
み
血
圧
安
定 

鈴
木
ヒ
ロ
子

農
の
無
き
国
と
な
ら
ん
か
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
こ
れ
か
ら
先
を
思
い
え
が
け
ば 

斎
藤
冨
美
男

我
が
里
の
盆
の
踊
り
や
唄
を
聞
き
精
霊
迎
え
心
安
け
り 

児
玉
千
代
子

Ｔ
Ｐ
Ｐ
人
ご
と
と
し
て
広
び
ろ
と
稲
田
一
途
に
実
り
に
向
う 

伊
藤
ミ
ヤ
子

わ
が
な
し
し
歌
集
の
発
送
終
え
た
れ
ば
身
の
内
お
そ
う
こ
の
空
し
さ
や 

す
ず
き
い
さ
む

Itʼs September, so itʼs time to go back to school! 
９月になりました、新学期です！

Dialogue

Amanda	 :	Do you know what subject we have for 

second period today?
アマンダ：今日の 2 時間目の授業、何の科目か分かる？

Emily	:	I think that we have math.
エミリー：数学だと思うわ。

Amanda	: I hope that we have English class today. Itʼs 

my favorite class.
アマンダ：英語ならいいのに。英語の授業、大好きよ。

Emily	:	I wish that I could speak English as well as you.
エミリー：アマンダと同じくらい英語を上手に話せれ

ばいいのに。

Amanda	 :	Donʼt worry, I know that your English is 

very good.
アマンダ：心配しないで。エミリーの英語は、とても

上手よ。

Back To School

新学期

二田 那優さん（寺 沢）

薬剤師になって、病気の
人を早く治せるように、
がんばりたいです。

湊　彩華さん（坂 本）

保育園の先生になって、
小さい子といっぱい遊び
たいです。

遠間　涼さん（田 中）

ダンサーになって、見て
くれる人を笑顔にしたい
です。

幸坂 紗妃さん（街 道）

アナウンサーになって、
本当の情報を早く、正確
に伝えたいです。
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子育て情報

ぼくたち、
むしば なかったよ
３歳児健診で、
むし歯のなかったこどもたちです

「わいわい広場」さくらっこ

保健だより ９月分

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

9月　２日
17日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票
の交付、保健指導、栄養指導

1 歳 6 か月児健診・2 歳児歯科検診、すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

9月　6日
（金）

１歳６か月児
健 診

H23年 12月、
24年1月～2月生児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～ 13：30
健康センター

２ 歳 児
歯科検診

H23年 4月
～6月生児 歯科検診、保健指導 12：45～ 13：00

健康センター

9月20日
（金）

すくすく
学 級 H25年 6月生まれ 身体計測、保健指導

離乳食について
9：30～9：45
健康センター

乳児健診 H25年5月、2月、
24年11月、9月生児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７か月児（H25年 2月生まれ）は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませて下さい。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田組合総合病院
電話予約は毎週月～金曜日の13：30～16：30
検診当日は8：00までに病院２階健康センターへ

病院 ･福祉活動室
電話880-3013

食生活改善推進協議会
月　日 内　　　容 時　間
9月10日
（火）

・レクダンス
・講話、調理実習

9：30～13：00
農環センター

日中はまだ暑い日が続きますが、朝晩は秋の
気配を感じるようになりました。この時期は
一日の気温差があり、自分で体温を調整する
ことが難しい乳幼児は気づかぬうちに体調を
崩してしまうこともあります。こまめに脱ぎ
着できるよう大人が気配りしてあげましょう。

手作りらんど
「ママが作る、肌にやさしいガーゼマスク」

□と　き　9月24日（火）10：00～ 11：15
□場　所　泉岳地区集会所（託児有り）
□材料代　1つ　100円
※参加申込みは17日までにこどもセンターへ。

※たくさんの参加をお待ちしております。
【問い合わせ】井川こどもセンター

電話018-874-4151	有線 4305

☆９月の予定	（時間：9時30分～11時30分）
開催日 場	所（内	容）
2 日（月）

　5 日（木）

　6 日（金）

健康センター

こどもセンター　　（10：30 ～）

★「小麦粉ねんどで遊ぼう」

井内児童館

9 日（月）

12 日（木）
13 日（金）

健康センター

★「おはなしの森」（10：30 ～）

こどもセンター

井内児童館

17 日（火）

19 日（木）
20 日（金）

こどもセンター

★「お誕生会」　　（10：30 ～）

健康センター

井内児童館

24 日（火）

26 日（木）
27 日（金）

泉岳地区集会所

★「手作りらんど」（10：00 ～）

健康センター

泉岳地区集会所

30 日（月）健康センター

10月
5 日（土）

浜井川地区運動広場（9：00 ～）
★「こどもセンター運動会」

 ※週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。

児玉大
ひろと

翔ちゃん
（海老沢）

中道蒼
そうた

太ちゃん
（大野地）

森本らなちゃん
（横	岡）

板垣晃
こうた

太ちゃん
（羽	立）

清水成
なるう

宇ちゃん
（さくら）

伊藤和
わ こ

琴ちゃん
（街	道）

二田幸
こうよう

洋ちゃん
（寺	沢）

定期予防接種のお知らせ
□予防接種の種類　ＭＲワクチン接種、ＢＣＧ予防接種、三種混合予防

接種、四種混合予防接種、不活化ポリオワクチン接種、日本脳炎予防

接種、小児用肺炎球菌ワクチン接種、ヒブ（Hib）ワクチン接種

※ヒトパピローマウイルス予防接種（子宮頸がん予防ワクチン接種）

は副反応の報告を受け、積極的勧奨を差し控えております。

□実施場所　井川町診療所　電話 874-2215 ／有線 4391

□実 施 日　毎週水・木曜日（受付時間は申込み時に確認して下さい）

□実施方法　接種を希望する日の１週間前までに井川町診療所へ要予約

【問い合わせ】　井川町健康センター		電話 874-3300／有線4455
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慶 弔

人口などの動き
（８月１日現在）

人　口　男　2,506 人（	 － 44）
女　2,769 人（	 － 71）
計　5,275 人（	－ 115）

世帯数	 1,769 戸（	 －		3）
（　）内は前年同月との比較

善 意
■地域福祉基金へ

・街道町内の三浦ヱチさんより亡夫

　嘉津雄さんの香典返しとして

― ありがとうございました ―

だより
（7/21～8/20届出）

お願い：〝慶弔だより〟に氏名等の掲
載を希望されない方は、届け出の際に

『戸籍窓口』へお申し出ください。

た
だ
ち
に
「
命
」
を
守
る
た
め
の
判

断
、
行
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
災
害
が
発
生
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
の
警

報
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く
、
災

害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
発
表
し

ま
す
の
で
、
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時

点
で
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

特
別
警
報
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.jm

a.go.jp/jm
a/kishou/

know
/tokubetsu-keiho/index.

htm
l

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
地
方
気
象
台

電
話	

０
１
８

－

８
６
４

－

３
９
５
５

気
象
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

８
月
30
日
よ
り
『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開
始
し
ま
す

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
も
、
大
雨
や

津
波
、
高
潮
等
に
よ
り
重
大
な
災
害

の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
、

警
報
を
発
表
し
警
戒
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た
が
、
よ
り
甚
だ
し
い
大
雨

や
大
き
な
津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重

大
な
災
害
に
よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
特
別
な
警

戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
、
新
た
に

「
特
別
警
報
」
の
発
表
に
つ
い
て
、

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

特
別
警
報
が
出
た
場
合
は
、
お
住

ま
い
の
地
域
で
は
数
十
年
に
一
度
し

か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
、
避
難

指
示
や
勧
告
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら

気象等に関する特別警報の発表基準
現象の種類 基　準

大 雨
台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想
され、もしくは、数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低
気圧により大雨になると予想される場合

暴 風
数十年に一度の強度の台風や
同程度の温帯低気圧により

暴風が吹くと予想される場合
高 潮 高潮になると予想される場合
波 浪 高波になると予想される場合

暴風雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う
暴風が吹くと予想される場合

大 雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

特別警報創設後の津波警報体系
《創設前》 → 《創設後》

大津波
警 報

警報
3m超

特別
警報

大津波
警 報

津 波
警 報

3m

1m超
警報 津 波

警 報
津 波
注意報

注意
報

1m

20cm
注意
報
津 波
注意報

津 波
予 報 予報

若干の
海面変動
（津波無し）

予報 津 波
予 報

特別警報創設後の地震動警報体系
《創設前》 → 《創設後》

緊急地震
速報
（警報）

警報
震度
6以上

特別
警報 緊急地震

速報
（警報）震度

５以上
警報

緊急地震
速報
（予報）

予報
震度３以上
または
M3.5以上

予報
緊急地震
速報
（予報）

■お誕生おめでとう

半田　史
ふ み と

人（秀人・ 類 ）

■ご結婚おめでとう

♡門間　雅利（井　内）
　小木曽香里（岐阜県）

♡二田　洋志（大　台）
　清水　夢子（三種町）

■お悔やみ申し上げます

中山　祐樹（19 歳・小今戸）

佐藤　正巳（71 歳・新屋敷）

渡部ミチヱ（83 歳・宇治木）

小林久美子（60 歳・館　岡）

等
、
気
象
情
報
を
伝
え
る
言
葉
が
並
ん
だ
。

昨
日
は
九
州
、
今
日
は
関
東
、
明
日
は
東

北
…
、
天
災
の
猛
威
は
時
と
場
所
を
選
ぶ

こ
と
な
く
、
交
通
の
遮
断
、
住
居
浸
水
や

土
砂
崩
壊
な
ど
日
常
生
活
へ
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
▼
県
内
で
も

仙
北
市
で
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
、

尊
い
人
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
仙
北
市
長

は
事
後
の
市
議
会
で
「
気
象
情
報
の
分
析

力
の
未
熟
さ
や
経
験
則
を
超
え
た
災
害
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
の
欠
如
、
現
地
情
報
の
収
集

力
不
足
」
と
被
災
時
の
対
応
に
つ
い
て
省
察

の
弁
を
述
べ
た
。
▼
東
日
本
大
震
災
か
ら

約
２
年
半
の
月
日
が
流
れ
る
。
あ
れ
ほ
ど

鮮
烈
だ
っ
た
記
憶
で
す
ら
薄
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
が
否
め
な
い
昨
今
、
イ
ン
フ
ラ
や
物

資
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に

対
し
“
心
”
の
備
え
が
整
っ
て
い
る
の
か

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。 

け

施設の利用状況（７月）
(　　) 内は４月からの累計	

■町内無料巡回バス	 2,603 人（	 11,030 人）
■環境改善センター	 1,087 人（	 4,889 人）
■町民体育館	 1,487 人（	 5,413 人）
■町民武道館	 521 人（	 1,786 人）
■町営野球場	 347 人（	 1,462 人）
■定住促進センター	 871 人（	 3,644 人）
■日本国花苑施設	 1,154 人（	 6,423 人）
■老人福祉センター	 1,018 人（	 4,818 人）
■ごみ処理場	 87 ｔ（	 344 ｔ）
■し尿処理場	 81	kl（	 270		kl）

編集雑記

▼
局
所
的
な
大
雨
が
各

地
に
爪
跡
を
残
し
た
夏
。

日
々
の
テ
レ
ビ
報
道
の

冒
頭
に
は
「
連
日
の
猛

暑
日
を
記
録
」、「
大
雨

へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け
」

16

※
広　

報　

い　

か　

わ　

№
６
８
２　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
総
務
課　

〒
０
１
８
︱
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
︱
１　

☎
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱




